
個人研究

自然談話に現れる「と」「ば」「たら」「なら」

一条件接続用法のあらたま り度―

中島 悦子

1 は じめに

中島 (1997)で は、自然談話に現れる「と」「ば」「たら」「なら」を対象

とし、その中の周辺的用法である非条件接続用法 (前件と後件 との意味関係

において条件接続を表さないものをいう)に焦点を絞って調査報告 した。

中島 (1999刊行予定)は同じく自然談話資料を使用 し、中心的用法である

条件接続用法における「と」「ば」「たら」「なら」の使い分けと個々の特徴

を調査分析 した。

本稿は、同じく自然談話 「職場における女性の話 しことば」 (1994)を使

用し、条件接続用法における「と」「ば」「たら」「なら」を取 り上げ、それ

らの現れる言語環境をフォーマル場面 (会議 。打合せ 。相談のあらたまり度

の高い場面)と インフォーマル場面 (休憩時や昼食時の雑談等あらたまり度

の低い場面)に設定し、それぞれの場面に出現する頻度及び前件に「です 。

ます」体が現れるか否かとい うことによって4形式それぞれのあらたまり度

を検証する。

条件接続用法とは仮定条件、一般条件、事実的条件をいう。仮定条件とは

未実現の事態を仮定 し、後件の条件 とするもの、一般条件とは前件が起これ

ば必ず後件が起こるという前件と後件との関係が必然的なもの、事実的条件

とは前件の既然の事実と後件の既然の事実とを 「と」「たら」で結んだもの

をいう。

表 1に 「と」「ば」「たら」「なら」の場面別出現実態を示すが、それによ

ると、話 しことばの条件接続用法において最も出現数の多い 「たら」はイン

フォーマル場面に多く使用され、「と」もインフォーマル場面の使用が多い。

他方、「ば」はフォーマル場面に多く使われる。「なら」はフォーマル・イ
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ンフォーマル場面の使用数にあまり差がない。この場面別による出現数は、

4形式の中では 「たら」が最もあらたまり度が低く、「と」がそれに続いて

低い、「ば」は最もあらたまり度が高く、「なら」はあらたまり度が中立的

であることを示 している。つまり、4形式の中では「ば」が最も丁寧な条件

接続形式であるといえる。従って、話 しことばにおいて 「たら」の出現が多

いとい うのは、一つには「たら」のあらたまり度の低さによるものであるこ

と、二つにはそのあらたまり度の高さから書きことばに多く使われる「ば」

にとって代わって使われていること、つまり話 しことばでは 「ば」の領域を

「たら」が侵 していること等が考えられる。

表 1「と」「ば」「たら」「なら」のフォーマル・インフォーマル場面の出現数

場 面
ル

」 lず ら(lf) なら(ば ) 計

条件接続

フオ

インフォ

計

35

60

95

37

21

58

46(5)

78

124(5)

8(2)

6

14(2)

128

163

291

1.仮定条件

フオ

インフォ

計

7

23

30

33

17

50

42(5)

70

112(5)

8(2)

6

14(2)

90

116

206

2.一般条件

フオ

インフォ

計

28

34

62

4

4

8

0

0

0

0

0

0

32

38

70

3.事実的条件

フオ

インフォ

計

0

3

3

0

0

0

4

8

12

0

0

0

4

11

15

(註 :「 たら (ば)」 「なら (ば )」 の総数、およびフォーマルの ( )内の数は

「た らば」「ならば」の数を示す。)

2仮 定条件 における 「と」「ば」「た ら」「な ら」の場面別出現実態 と

あ らたま り度

仮定条件においては「たら」の多用 (124例 中112例 )が 日立つ。また「な

ら」も総数 14例全てが仮定条件 として用いられている。「たら」「なら」の

仮定性の強さが注目されるが、「たら」が仮定条件のほかに事実的条件にも
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使われているのに比べ、「なら」は仮定条件にのみ用いられている。「ば」

も58例中50例 が仮定条件に使われている。「と」は95例中30例が仮定条件 と

して、62例 が一般条件として用いられてお り、仮定条件としての使用は一般

条件の半数になっている。話 しことばの実態は 「たら」が最も多く仮定条件

に使われていることを示 している。

仮定条件の「たら」や 「と」はフォーマル場面よりもインフォーマル場面

の方に多く出現 している。仮定条件の「ば」はインフォーマル場面よりもフ

ォーマル場面の方が多い。「なら」はフォーマル・インフォーマル場面での

出現数にあまり差がない。古代語において唯一仮定条件を表 していた 「ば」

は、その古い文語的色彩からあらたまり度が高く、フォーマル場面に多用さ

れるのは理解される。 しかし、あらたまり度の中立的な 「なら」、あるいは

あらたまり度の低い 「たら」や 「と」は、どのような形態でフォーマルな場

面に用いられているのか。第一に 「なら」「たら」の形態か、「ならば」「た

らば」の形態かといった問題である。第二に「たら」や 「と」は「です 。ま

す体」についた形態なのか、「だ体」についた形態なのかといった問題であ

る。まず、「なら」「たら」のままで使われる場合 と「ならば」「たらば」の

形態で使われる場合を見る。

2.1 「なら」 と「な らば」

「ならば」はもといわゆる断定の助動詞 「なり」の連体形 「なら」に、い

わゆる条件の接続助詞 「ば」のついたものであろうが、本来は名詞を受けた

「ならば」が補文に直接するように変化 し、「補文 ならば」の形で一般化

したのが中世末期であるといわれる (例 えば阪倉1958参 照)。 「ならば」は

近世中期以降は大幅に減少 し、代わって 「なら」が優勢となる。「なら」の

一般化は近世中期以降であった (例 えば小林 1967、 中島1989参照)。 いうま

でもなく現代語においては 「なら」は補文としてあらゆる文をとり、「なら

ば」にとって代わつている。「なら」「ならば」とも仮定条件にのみ用いら

れる。
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談話資料に出現する「なら」と「ならば」とを比較すると表 2-1の よう

になる。

表 2-1 仮定条件における「なら」「ならば」

な ら ならば

動詞

形容詞

モノ

クライノ

名詞

５

２

１

１

３

(フ ォ 2  インフォ 3)

(      インフォ 2)

(フォ 1)

(フォ 1)

(フ ォ 2  インフォ 1)

1 (フォ 1)

1 (フォ 1)

計 12 (フ ォ 6  インフォ 6) 2 (フォ 2)

表 2-1にあるように、「ならば」の 2例 (14%)に対し、「なら」は12例 (85

%)で 、 6倍 の用例数である。場面別に見ると、「なら」が雑談等のインフ

ォーマル場面に6例、会議・打合せ等のフォーマル場面に6例 と半々の割合

で使われているのに対 して、「ならば」 2例は全て打合せのフォーマル場面

での使用である。歴史的な変遷を経て中世末期に一般化された「ならば」は、

「名詞 ならば」でも「動詞 ならば」でも、現代の話 しことばでは古い文

語的なニュアンスのためかフォーマルな会話の中に現れやすいといえる。こ

のような「ならば」の出現実態は、国研 (1964)の 現代雑誌九十種の実態調査

における「ならば」がかたい層、地の文に出やすいとい う指摘とも一致する。

以下具体例に従って、「ならば」と「なら」を検証する。

1 で―すから―、あの―、先生のお話生らば、(はい inf(女 ))あの―、

とり、まず前半の部分については (え え inf(女 ))、 あの―、え―

と―、話さない方は下に下りてて、・……、宝る.な らば。

[04f・ 40f・

`≧

]

「ならば」は、会議における40代の発話の中に出現 している 2例だけであ

るが、「先生のお話ならば」と「お+名詞+な らば」とい う形態が示すよう

に、先生に敬意を表 して丁寧な接頭辞 「お」を使ってお り、丁寧度の高い表

現である。また 「やるならば」も丁寧な待遇表現を含んだ文中に出現 してい

る。つまり、フォーマル・インフォーマルとい う場面別に見ると、「ならば」

- 18 -



はフオーマルな場面の中に現れやすいし、待遇表現で見ると、丁寧度の高い

文に出やすいといえる。丁寧なフォーマル場面に古い形の 「ならば」が使わ

れるのは当然であろう。

次に、「なら」がフォーマル場面で使われている例を検討する。

2 で、延びよ立 もんなら、すっ、大変       [04H・ 50f。会]

3 すごくね―、むかし―、平成 2年 くらいのなら、わか、あるんで―、

それに番号書いてあるんで、どうせ変わんないでしょ、こんな番号。

[10D・ 4“・相餞]

例 2の「うもの(ん)な ら」は「もし万―そんなことをするなら悪いこと

になる」という意味を含む。つまり前件が起これば後件が悪い結果になると

いうマイナス結果条件表現である。この「もの」は、

4 そんなことわかつているもの、いわなくてもいい。

のように、後件はマイナスの価値を表すことが多い。「うもの(ん)な ら」

もまさにこれである。 しかも「うもの なら」は歴史的に遡ると近世に現れ

てきた表現で、ここでは50代の話者が会議のフォーマルな場面で使つている.

例3「 くらいの なら」のように助詞に承接したものも40代の男性が電話

相談のフォーマルな場面で使っている。このような「助詞 なら」も歴史的

には近世にまで遡ることができる。このような古い形の「なら」は比較的か

たい、あらたまつた場面に使われる傾向があるようだ。

5 ……、え―、1週個生堕1週間の加療を要すみたいな (う ん、うん

inf(女))程度のしかでないのか、……。    [0型・40f。打]

6 あり、そL埜ら大丈夫ですよ。        [∞ A・

“

f・打電]

用例 5、 6の名詞やソ系指示詞についた 「なら」は「だったら」に置き換

えが可能なものであるが、打合せのフォーマル場面では 「なら」形式で出環

している。「だったら」がインフォーマルな場面に多いという事実から、フ

オーマル場面に使われている「なら」の方がよりT率な形式であることが実

証される.用例 6の 「それなら」|ま仮定を表すというより提題を表す用法と

いうべきものである。仮定を表す iば」のついた 「名詞系 ならば」と異な

り、「ば」のつかない「名詞系 なら」は仮定的とい うより提題的用法に近
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づくといえる。

7 そ うさいちよう、もしやって.く れるんならハ僕の―、あれでもやっ

てもらお うかな。                   [06E・ 60m・会]

8 う―ん、ずっと2主ェ盪 ム 互つけとくか。<間 50秒 >

[14H・ 20f。 打 ]

9 もしつ旦んなら違 う字にしな。         [15A・ 30f・ 雑 ]

10 仕事があるんならやろうかなと思って。     [02C・ 20f・ 雑 ]

例 7、 8、 9、 10の 「動詞 んなら」は後件に意向・意志・命令等のモダリ

テイ表現が来るもので、先行談話における相手又は他者の発話を受け、それ

に基づいたことがらを仮定するという「なら」独 自の意味を表すものである。

さて、この 「未完了テンス+な ら」は双方向性を表す。つまり前件の後に

後件が生 じてもよいし、前件の前に後件が生じてもよい。 さらにいえば、前

件が非動作性述語の場合は前件 と後件の関係は同時となる。例 7が前件→後

件の関係を表すもの、例 9が前件←後件の関係を表すもの、例 8、 10が 前件

=後件の関係を表すものである。結局、「る なら」の前件 と後件の時間関

係は順行、逆行、同時となり、テンスは中立化する。この 「る なら」は打

合せと雑談に 2例ずつ出現しているが、あらたまり度の差は感 じられない。

11 ぼろいん、ほら、ぼろく_≦窒いんなら全然いんだけど―。

[02A・ 20f・ 栞籠]

12 こんな寒いなら日本の方があったかいじゃないかと思 うくらい。

[02C・ 20f・ 秦惟]

13 でも、あたし国内でカー ドけっこう使 うからね―、もしぬ幽墨亜ふ

使いであると思 うんだ―。           [17A・ 30f・ 雑 ]

14 明日からS席の人には追加公演、全ムニ、もう最高の席がお取 りで

きます。                   [01D・ 40m。雑]

用例 11、 12の仮定条件を表す 「形容詞 なら」は、前件=後件という時間関

係を表す。つまり同時の関係にあるものである。用例13の 「名詞系 なら」は

「もし」とい う仮定を強調する副詞 との共起からも確かめられるようにやは

り仮定条件を表す。これらは全て雑談のインフォーマル場面に出現している。
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15 そんな人いたんならね。            [02C・ 20f・雑 ]

そ う。                                        [02A。 20f・凛籠]

ぜったい良かったと思 うんだよね。       [02A・ 20f・ 雑 ]

例 15の 「完了テンス なら」は、前件の後に後件が生ずる、前件→後件 と

い う時間関係を表すもので、「たら」と同じ性格のものである。この 「た

なら」は仮定条件を表すというよりむしろ反事実的仮定を表すものである。

雑談のインフォーマル場面に出現 しているように、「たら」と同様あらたま

り度は高くない。

2.2 「たら」と「たらば」

「たらば」はいうまでもなく、完了の助動詞「たり」の未然形に「ば」の

ついた形式である。他方、「ば」の脱落した「たら」は「なら」と同じく近

世中期以降に一般化した形式であるが、『浮世床』(1813)では「たら」の

方が「たらば」の12倍 もの比率で用いられ、むしろ「ば」のつく方が例外的

で、現代語につらなる様相を示している。また「なら (ば )」 と違って「た

ら (ば )」 は序文にはなく全て会話文の中に現れている (中 島1990参 照)。

さて、談話資料に出現する「たら」と「たらば」 (「 です 。ます体 たら

/た らば」を含む)の実態は表 2-2の ようになる。

表2-2 仮定条件における「たら」「たらば」(含「ましたら」「ましたらば」)

た ら ましたら でしたら (ん )だ つたら たらば ましたらば だったらば

動詞系

形容詞

名詞系

76(フ ォ19インフォ57) 4(フォ)

6(フォ)

3(フォ1 インフォ2)

1(    インフォ1)

17(フォ7 インフオ10)

2(フォ) 1(フ ォ)

1(フ ォ)

1(フ ォ)

計 76(フ ロ9インフォ57) 4(フォ) 6(フォ) 21(フ ォ8インフォ13) 2(フォ) 1(フ ォ) 2(フォ)

計 107

仮定条件としての「たらば」は僅か 5例 しかない。その内訳は「動詞基本

形 たらば」が 2例、「ます形 たらば」 1例 、「だったらば」 2例 となって
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いる。 5例の 「たらば」は全て打合せや指導等のフォーマル場面に出現 して

いる。

フォーマル場面に出現する「たらば」の用例を挙げると、次のようなもの

である。

16 ・̈、まあ、原稿が入つてある程度形が塁えたらば―、あの―、一度

営業会議 、で説明 して くれ と、ゆ うよ うな話 もあ りますので…

[06A・ 40f・打 ]

17 もし、そのよう、すいません、じゃわたしのような見方をするんで

あ2た らば、 (う ん inf(女 ))ま あ、とりあえずは、タイ トルを変

えれば。                 [04L・ 30f。 指導]

18 それを守ったうえでだめ.だったらば、だから、ちょっと問題になり

ますけれ どね。                [1lA・ 20f・打]

19 ここの部分ですね―、A4(え ―よん)の紙にそれがいっぱいに入

るぐらいの拡大だったらば―、もうちょっときれいに見えると思 う

んですけれども、              [1lA・ 20f・打]

例 16「 たらば、～話もありますので」、例18「 たらば、～問題になります

けれ ど」、例 19「 たらば、～と思 うんですけれ ども」 と、「たらば」の後件

は丁寧な 「です 。ます体」となっている。「たらば」はその古い形式のため

か丁寧度の高い、かたい文体の中に出現 し、フォーマルな場面に使われてい

るということが実証されている。

他方、仮定条件 としての 「たら」は107例 と、「たらば」の20倍 もの比率

を示 し、現代語の話 しことばでは、むしろ「ば」のつくことの方が例外的と

いえる。「たら」の内訳を見ると、「動詞基本形 たら」が76例 、「ます形 た

ら」が 4例、「です形 たら」が 6例、「(ん)だったら」が21例である。「ま

す形 たら」「です形 たら」は全てフォーマル場面の出現であるが、これに

ついては後述する。

動詞 (補助動詞)につく「たら」は雑談のインフォーマル場面の出現数が

フォーマル場面の出現数より3倍 も多く、条件接続形式では「たら」が最も

あらたまり度が低い、つまり気楽な雑談の場面には「たら」形式が最もふさ
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わ しい形式であることが示 されている。

まず、フォーマル場面に出現する「たら」を検討する。

20 →でも←、あれだっ、あの―、もし着いてなかった.ら 電話★下さる

と、 うん、思いますので。          [19A・ 40f・ 打 ]

21 30カ 月近かったら、どうするんですかね、検収は。 [1lA・ 20f。 打 ]

22 で、もし、もしそ うじゃなくて、あの―、まだ原稿が汚いなあと思

ったらこのプラスワンを押 してください。 (はい 他者 (男 ))

[07A・ 40f。オロヨ貶]

23 ええと―、もう、自分がご報告終わったらすぐにでも帰りたい感じ

で したねえ。                [04E・ 40f。 会 ]

打合せや会議のフォーマル場面に出現する 「たら」は、例20「 たら、電話

下さると思います」、21の 「た ら、どうす るんですかね」 とい うように後件

の文体は丁寧な 「です 。ます体」である。特に20は 「下さる」 と尊敬語が使

われている。また後件にモダ リテイ表現がくる 「たら」も、22「た ら、～て

くだ さい」、23「た ら、～ したい感 じで したね」のように丁寧な文体 「です

。ます体」が来ている。また23は前件に 「ご報告」 と丁寧な接頭語 「ご」が

使用 されている。特に20、 21の前件が非動作性述語についた「たら」は「ば」

に置き換えが可能なものである。話 しことばではこのような「たら」は「ば」

にとって代わって使われていることが実証 される。

次に、インフォーマル場面に出現する 「たら」を検討する。用例を挙げる

と次のようなものである。

24 あ、終わったら代わってくれる↑       [16A・ 30f・雑]

25 冬になった二ね、お財布買う。         [09A・ 30f・ 雑]

26 いや―だから、できた二 くださいつてゆってたから―、 (う ん 他

者 (男 ))あれ持たせればさ。         [05A・ 40f・ 雑]

27 (笑い)ほんとね―、日が変わった.ら すぐってゆう感 じ。

[10A・ 40f・凛籠]

28 も、なんかあった堕、絶対みんな奥さんのかたもつよね―。〈間〉

[10A・ 40f・雑 ]
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例24の 「たら」は後件が「てくれる↑」のように相手の意向を尋ねる表現、

25の 「たら」は後件が 「する」のように意志の表明、26の 「たら」は後件が

「ください」のように相手への命令・依頼表現が来ている。 3例 とも後件の

文体はぞんざいな 「だ体」である。このような後件にモダリテイ表現が許容

される「たら」は 「と」や 「ば」に置き換えると不自然なものである。 しか

し、用例27、 28の 「たら」も後件の文体が「だ体」であるが、27は「と」に、

28は 「ば」に置き換え可能なものである。このような「たら」は雑談のイン

フォーマル場面では 「と」や 「ば」の代わりをつとめていると考えられる。

話 しことばでは「たら」が 「と」や 「ば」の二つの領域を大いに侵 している

のである。

このように見てくると、後件が丁寧な文体の「です 。ます体」や敬語の使

われる文中に現れる「たら」は、フォーマルな場面に使われ、後件がぞんざ

いな文体の「だ体」に現れる「たら」はインフォーマルな場面に使われると

いうように、ていねい度の低い「たら」も後件の文体の違いによつてインフ

ォーマルとフォーマルの場面別の使い分けをしていることが分かる。

以上、「たら」と「たらば」の使い分けについては、フオーマル場面にお

いては 「たらば」「たら」形式で後件が丁寧な 「です 。ます体」とともに使

われ、インフォーマル場面では「たら」形式でぞんざいな「だ体」とともに

使われるとい うことが実証される。

2.3「 で した ら」「ま した ら」「ま した らば」

「と」「ば」「たら」「なら」の前件に「です 。ます体」が出現するか否か

とい う問題を場面 と関連 して検証する。「ますれば」「ませば」は近世には

例を見るが (例 えば『捷解新語』重刊本 )、 現代語では使われない。「ます

なら」もやは り近世にその例があるが (例 えば『 浮世床』)、 現代ではあま

り使われない形態である。「ましたら」「ます と」「で したら」「です と」は

現代でもごく普通に使われる形態である。当談話資料においても「ましたら」

「でしたら」「ましたらば」の形態は出現するが、「ますれば」「ませば」「ま
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すなら」の形態は皆無である。

この章では 「です 。ます体 た ら/た らば」、即ち 「で した ら」「ま した

ら」「ま したらば」の実態を検証す る。それ らの出現数を 「た ら」 と比較 し

て表 2-3に 示 してお く。

表 2-3 仮定条件における「でしたら」「ましたら」「ましたらば」の出現数

7 i-'")V インフォーマル 計

ましたら

ましたらば

でしたら

たら

たらば

だったら

(電話 3)

(電話 1)

(打 5、 会 1)

57

13

4

21

計 42 70 112

「ましたら」は打合せに4例、そのうち電話での打合せに3例、「ば」の

ついた「ましたらば」は電話での打合せに 1例、「でしたら」は打合せに5

例、会議に 1例 とあるように、「です 。ます体 たら/た らば」は全てフォ

ーマル場面に出現している。「たらば」という古い形も全てフォーマル場面

の出現である。他方「たら」「だったら」はその大多数がインフォーマル場

面に出現している。つまり、仮定条件を表す「たら」は、フォーマル場面で

は「たらば」「ましたらば」「ましたら」「でしたら」という形態で、インフ

ォーマル場面では「たら」「だったら」という形態で使い分けられているの

である。

まず、「ましたらば」「ましたら」の用例を挙げると、次のようなもので

ある。

29 で、あの―、ちょっといろいろ―、やっばリー、また―海外店の人

と壺⊥昼塾塑壺堕ば、出荷形態について、なんかいろいろリクエスト

が来てるんですよ。             [1lA・ 20f。 打電 ]

30 それで、なんか [名 字]先生とかと、ちょっとお話 ししてましたら、

(う ―ん、う―ん inf(女 ))あのいろんな施設なんかに入るときに
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はなんか、判定委員会とか (あ ります inf(女 ))、 そ うゆうの開い

てやるそ うですけれども、・……・        [04M・ 40f・打]

31あのそュ しましたら、あの、主塁塑上聾己笙
=堕

L二、お電話いただ

けるようにお伝えいただけますか。      [05A・ 40f。打電]

32 ・……もし―あの、菫塁かけになり.ま したら、日頭でもちよっとゆっ

ていただけると、電話をいただけるとありがたいのですがあの、会

社のほうにず―つと今 日はお りますので。   [06A・ 40f。 打電]

電話での打合せで使われている「ましたらば」と「ましたら」を比較する

と、29が 非尊敬語 「話 します」に「たらば」がついた形なのに対 して、30は

謙譲語 (非主語尊敬)「お話 ししています」に「たら」がついた形で現れて

いる。31も 尊敬語 (主語尊敬)「お戻 りになります」に、32も 尊敬語 (主語

尊敬)「お見かけになります」にそれぞれ 「たら」が承接 したものである。

「ば」のついた古い形の 「たらば」より「たら」の方があらたまり度が低い

ところから、同じ「ます体」につく場合も「たら」の場合は、尊敬語の「ま

す体」に「たら」がついた形となっている。つまり、「ますならば」と「ま

すなら」の使い分けは、形態的に前者が非尊敬語の「ます体」に「たらば」

がついた形で、後者は尊敬語の 「ます体」に「たら」がついた形で対応 して

いる。

次に、「でしたら」の用例を挙げる。「でしたらば」は出現 していない。

33 総説の、ま、スケル トン、これについては、あの―、コピーをして

こなかったんですが、ここで議論され五 ようでした生、あ、ありま

すか ↑                                        [06A・ 40f・打]

34 あの―、ここで菫論壺曼五上_ユニ上上ニ コピーを依頼 してきます。

[06A・ 40f・打]

35 口頭で、★もしあれで上上二、コピーします。  [06A。 40f・ 打]

36 ・……、あの―、お父さんのお名前と連絡先ぐら」堕工.Lた二、ここで

は、わかりますが、もしかしたら###必要ですか↑

[14H・ 20f・ 打 ]

37 そ うじやない、都合の悪い人は 〈笑いなが ら)、 じゃ空いてる時間
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にきて、見せてくださいつてゆうことでしたら、わたしたちのほう

でこれ、常に持ってますので、お見せできると思いますので。

[07A・ 40f。会 ]

推量の助動詞 「よ うです」に「た ら」が後接す る「よ うで した ら」は例 33、

34と 2例あ る。 また、35の 「あれ で した ら」、 36の 「ぐらいで した ら」、37

の 「ことでしたら」というような、ア系指示詞や助詞 「ぐらい」、形式名詞

「こと」に「でしたら」がついた形態は全て 「なら」に置き換えが可能なも

のである。つまり、話 しことばでは「たら」は「なら」の領域までも侵 して

いるといえる。さらにいえば、話 しことばのフォーマル場面では「でしたら」

の形態で「なら」にとつて代わっていることが実証される。

2.4 「です と」「ます と」「と」

三尾砂 (1958)に よると、古い教科書からの統計 (書きことば)では「と」

が「です体」形の用言につく率は26%も あるのに対し、諸戯曲からの統計 (話

しことば)ではわずかに7.3%しかないという。

自然談話では 「と」が 「です 。ます体」に後接する率はさらに少なく例外

的となっている。「です と」が打合せに 1例 、40代の男性に、「ます と」が

会議に 1例 、やは り40代の女性に使われているだけである。「です と」「ま

すと」とい う丁寧体につく「と」は、「でしたら」「ましたら」 と同様、あ

らたまり度が最も高い形式であるため、フォーマル場面に例外的に出現 して

いるだけである。つまり、現在の自然な話 しことばでは、丁寧さの表現とし

ては、「です と」「ます と」とい う形式ではあま り使われていないとい うこ

とである。それはまた、かなり丁寧な「です 。ます体」や敬語表現の中でも

「と」は基本形についた形で用いられるということである。

ただし、仮定条件では基本形につく「と」はそのほとんどがインフォーマ

ル場面で使われてお り、フォーマル場面での使用は少ない。
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表 2-4 仮定条件における「ですと」「ますと」「と」の出現実態

2 t--?lV インフォーマル 計

ですと

ますと

基本形と

１
一
　

１
一
　

ｂ̈ 23

計
７

・
23 30

まず、フォーマル場面に出現する「ですと」「ますと」の用例を挙げる。

38 だか ら [名字]です と5000部にもっていけとかゆ うようなこれから

いいますが (笑い 。複〉

[名 字]で した らそ ういったことは、あ りえないと思いますので。

[06A・ 40f・打 ]

39 ・……やつばり、あの、ある程度、文字を見ていただいたことを主え

重二型■、 (え え inf(女 ))あの―、文字の初校を出した段階に写真

をそろえるといったふ うな形でもまあ、追いつきますけどもね。

[03E・ 40m・

`当

]

38の 「です と」は後件の「です 。ます体」の文体とともに使われている。

40代の女性話者は 「名詞 です と」も「名詞 でしたら」もフォーマル場面

で同じように使ってお り、両者の使い分けはないと考えられる。

39の 「ますと」もあらたまった会議で、後件が丁寧な 「です 。ます体」の

文中で使われている。

次に、フオーマル場面に出現する基本形につく「と」を検証する。

40 窓口がいっぱいになっちゃうと、先生も戸惑 うんです。

[06H・ 不明。打]

41 選択かもく途中でやめた場合は―、あれ―、 1時間たとえば来なか

ったり立る_と二、★やつば、遅刻でしょう↑  [09Q・ 30f。 会]

42 やつばりさつき100選 んだけど、なんかその複雑なね ↑ (え え 他

者 (男 ))、 その一選択 とか、位置指定で100番を選んだとか (え え

他者 (男 ))、 そ うい うことにする.と 、これが起こってくるつて

いうこともあるんですよね― ↑        [18A・ 40f。相談]
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用例40、 41、 42の 「と」は全て後件が「です 。ます体」の文中で使われて

いるものである。「と」はフォーマル場面では丁寧な文体の中で使われ、ぞ

んざいな 「だ体」の中では使われていない。

インフォーマル場面で出現する「と」の例を挙げる。

43 だからその時 うなずいたら―、[名 前]ちゃん、おへその歌を歌わ

な―い ↑、って [名 宇]く んに空わせると、[名 字]く んのゆうこ

ときくのよね。                 [08A・ 50f・ 雑 ]

44 → う―ん←、けつこうやつばこつちの冬場は―、あの天気墨い と、

(ね 他者 (女))長袖 じゃないと寒いよね。  [02A・ 20f・雑 ]

45 じゃ、指定席とると、(う ん 他者 (男 ))笑われちやうんですね。

[10H。 口・雑]

用例43、 44の「と」はぞんざいな「だ体」の中で使われてお り、43では「と」

と「たら」が共存 している。50代 の女性話者はインフォーマルな場面で同一

発話中に 「と」「たら」を使っているのである。45では 「と」が丁寧な 「で

す体」の中で使われている。インフォーマルな場面で使われる「と」は丁寧

な文体の中にもぞんざいな文体の中にも現れている。

2.5 仮定条件の「ば」のフォーマル・ インフォーマル場面の出現実態

自然談話に出現する「ば」はその大多数が仮定条件である。仮定条件の「ば」

はインフォーマル場面の17例に対 し、フォーマル場面は33例 と、 2倍の出現

数である。4形式の中では最 もフォーマル場面に出現する率が高い。つま り、

話 しことばでも「ば」が 4形式中最 もあらたま り度の高い、丁寧な形式であ

るといえる。

フォーマル場面に出現する 「ば」の例を挙げる。

46 だから、その、そ うすると、 じやあ、そのお医者 さんの証明は (う

―ん inf(女))も う、たとえば、お願いすれば書いてくれるのか……

[04M・ 40f。打 ]

47 で、え―と、まあ、可饉玉あればね、いつしょに、出していただき

たいなと思うんですが。            [03A・ 30f・会]
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48 ま、逆にあの、写真をそろえることによって、文字原稿の初稿って

のが滞るょ二≦望菫堕象 とりあえず写真のほうのあたりを決めてい

ただ二れば、とりあえず文字の原稿だけいただいて、文字を先に進

めて くってな形 をてまえ どもでは通常考 えます けれ ども。

[03A・ 30f。 会 ]

49 デザイナーさんのかた入稿立ち合っていただければ、その時点で、

その、カラーの問題点等 (と う)、 製 、その時 うけたまわって、

製版に反映させることは可能ですけれ ど。    [03D・ 40■ 0会
]

上例はいずれも丁寧な「です 。ます体」の文中に用いられている「ば」で

ある。 しかも例46の 「お願いすれば」、用例48、 49の 「ていただければ」と

いうように謙譲語 (非主語尊敬)につく「ば」の形で現れている。また、47、

48、 49の 「であれば」は「なら」に置き換えが可能なものであるが、会議な

どのフォーマル場面ではこのようなかたい 「である体」についた 「ば」を使

うようである。こうしてフオーマル場面に使用される「ば」は敬語についた

形や 「である体」についた形で使われ、非常に丁寧な表現となっている。

他方、インフォーマル場面の「ば」は次のようなものである。

50開かないけど、見てな.き ゃ聞かないんだよ。  [15D・ 20f囃 ]

51 5時 出発だから、 5時にこ生けりや置いてくよってゆわれてる。

[16A。 30f・ 申籠]

52 だから、これをうまく使え亘―、(う ん inf(女 ))使いではあるけ

ど―、これやんなかったらほんとにぱす。(言いよどみ〉

[17K。 30f・凛籠]

用例 50、 51の 「見てなきゃ」「こなけ りや」は 「見てなければ」「こなけ

れば」の縮約形である。ぞんざいなインフォーマル場面では 「ば」は拗音の

縮約形 として出現 している。また、52は 「ば」 と「たら」が共存 している例

であるが、インフォーマル場面ではあらたま り度の低い 「たら」が 「ば」に

とって代わって用い られていることが分かる。

30



3 -般条件における「と」「ば」の場面別出現実態 とあらたま り度

一般条件では70例中「と」が62例、「ば」が 8例 と、その大部分が 「と」

形式で使われ、「たら」と「なら」の使用はない。そこで、「と」「ば」につ

いてそのあらたまり度を検証する。

3.1 -般 条件の「と」のフォーマル・インフォーマル場面の出現実態

一般条件の「と」62例中、フォーマル場面の出現数は28例、インフォーマ

ル場面の出現数は34例 とややインフォーマル場面の出現数のほうが多い。

53 でないと、権禾」になると、最後は争いがありうる★わけですよね。

[04M・ 40f。打 ]

54 あの、ただ普通に生2二主登と、やっばりどうしても割高になっち

ゃってなにかサービスとかなにかしてくれるので、知 り合いがいる

ところってゆうふ うにして今まで、決めました。 [07A・ 40f・会]

55 で、これを.リ
ー生ンしちゃうとお、今まで入つているものが全部な

くなっちゃうんです。            [18A・ 40f・ 相談]

56 いちお うね―、あるんだけど、見ェれる上食べたくなっちゃうの。

[02C・ 20f・凛籠]

57 ただキーパーがそのまま入れる、相手ゴールに入れると5点。

[141・ 20m。東鮨]

58 この手順がずれると、 (う ん inf(女 ))あ の、次の段階で★混乱す

るの#####。                [081・ 30m・雑 ]

用例53～ 55が フォーマル場面に出現する「と」、56～ 58が インフォーマル

場面に出現する「と」である。丁寧な「です 。ます体」の文中で使われる「と」

はフォーマル場面に、「だ体」の文中で使用される「と」はインフォーマル

場面に使われるというような使い分けが見られる。

3.2 -般条件の「ば」のフォーマル・インフォーマル場面の出現実態

一般条件の「ば」8例中、フォーマル・インフォーマル場面の出現率はど
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ちらも4例 と同率であるが、「ば」それ 自身が 4形式の中ではあらたま り度

の高い形式であることは既に検証済みである。国研 (1964)の現代雑誌九十

種の実態調査における「ば」の一般条件の出現数は、仮定条件や既定条件の

それに比 して最多の用例数を示 しているが、自然談話においては 「ば」の一

般条件の出現数は非常に少ない。話 しことばにおいて一般条件を表す場合は

「ば」が 「と」にとつて代わられたことが明らかになつている。あらたま り

度の高い、古い形の 「ば」は話 しことばでは衰退の傾向にあるといえる。 こ

こでは用例を挙げるにとどめる。

59 → うちで←やれば安いのにっていお うと★思つたんですよ。(笑い〉

[05A・ 40f・ 打 ]

60 と、マスターに、印刷 されて、試 し刷 りが―出ますか ら、 (はい

他者 (男 ))で、その試 し刷 りを見て、いいな と思った ら、このス

ター トを押せばこの40枚が印刷 されます。   [07A・ 40f。相談 ]

61 話せばなが―い話に★な ります。 (笑い 。複〉  [09A・ 30f。雑 ]

62 あ、それは、あれで しょ、の、その期間に乗れば、★5000。

[17A・ 30f・凛籠]

4 事実的条件における「と」「たら」の場面別出現実態 とあらたまり度

4.1 事実的条件の「と」のフォーマル・インフォーマル場面の出現実態

事実的条件とは国研 (1964)の過去の既定条件に当たるが、その国研 (1964)

の現代雑誌九十種の調査では、過去の既定条件は「と」が圧倒的に多く、「た

ら」や 「ば」は少ないとある。

自然談話の調査ではこの事実的条件は15例 と非常に少ないが、そのうち

「と」はわずかに 3例だけであるのに、「たら」は12例 と4倍の用例数であ

る。この事実は自然な話 しことばにおいて事実的条件を表す場合には、あら

たまり度の低い 「たら」が 「と」にとって代わ り、「と」の領域をどんどん

侵 していっていることを示すものであり、「たら」の話 しことば的性格が一

層顕著になっていることがうかがわれる。
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事実的条件の 「と」は全てインフォーマル場面に出現 しているが、用例を

挙げてお く。

63 でも、福岡の 日本語学校行 .く とねえ、もう―、そんな うち、裏 とか

ゆ うだけでなく、おもてだけでも女の人強かったですよ。

[17A・ 30f・雑 ]

64 ・……ね、だけど、縦だ上切れてんの、(ん― 他者 (男 ))う しろ

の男の人の顔とが。               [05A・ 40f・雑]

65 教室が、はじ、あの―授業がは二まると目が細くなってるの。

[081・ 30m・凛籠]

4.2 事実的条件の 「た ら」のフォーマル 0イ ンフォーマル場面

の出現実態

話 しことばの 「たら」は、事実的条件では「と」の領域を侵 し、あらたま

り度が低い形式であるにもかかわらず、フォーマル場面にも出現 している。

ただし、インフォーマル場面のほうが 2倍の出現数である。フォーマル・イ

ンフォーマル場面の出現例を挙げる。

66 [名字]議員さん、でもね―、こないだ10時半ぐらいに来るよなん

て―ゆって、来上 ら1時半だったから。 (笑い〉 [10A040f。打]

67 いや―、朝、はやかったよ―、 8時半っつつたら、全部いたからね

え。                         [10B・ 4(h・キr]

68 →呼びに←行ったらもう出た。         [10B040m・ 打]

69 で次の日会社行っ_た ら、はりきって仕事 してたよ。 [13D・ 20f。雑 ]

70 こうやって顔見上 らね―、 3人 しかいなかったから、 (う ん 他者

(女))[名字]次長と [名 字]部長と [名 字]次長 しかいなくて、

(なんだ 他者 (女))で 、へっとか星た堕、みんな下見てんのよ。

[13B・ 20f・秦籠]

用例66～68の ようにフォーマル場面に出現 している「たら」も、69、 70の

ようにインフォーマル場面に出現 している「たら」も、全てぞんざいな 「だ
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体」の文中で使われている。話 しことばでは、「だ体」の文中で使われてい

る「たら」もフォーマルな場面に進出してきたことが知られる。

5  おわ りに

先学の指摘 どお り (例えば三尾砂 1958)、 本調査の自然な話 しことばの条

件接続用法においても「たら」の多用と、「ば」の少用とい う結果が得 られ

ている。話 しことばでは 「たら」が 「ば」にとって代わって用いられている

のである。

4形式そろって用いられている仮定条件用法においてそれぞれのあらたま

り度を見ると、その現れる環境は、「たら」「と」がインフォーマル場面に

多く、「ば」がフォーマル場面に多い、「なら」はフオーマル・インフォー

マル場面での出現数にあまり差がないとい う結果 となつている。つまり、

「ば」が最もあらたまり度が高く、「たら」が最もあらたまり度が低い、「と」

もそれに続いて低 く、「なら」は中立であるとい うことがいえる。「たら」

は、フォーマルな場面に使われる場合は「たらば」「ましたら」「でしたら」

の形態で使われるか、あるいは「です 。ます体」の文や敬語とともに使われ

るが、インフォーマルな場面に使われる場合は「だ」体の文中で使われると

いうように、文体によつても使い分けがされていることがわかる。特に「た

ら」のインフォーマル場面での出現率の高さは、「ば」や 「なら」で言い換

えが可能な仮定条件表現でも、「たら」形式が使用されていることによる。

言い換えれば、話 しことばの仮定条件では 「たら」は「ば」や 「なら」の領

域を侵 していつているといえる。「なら」の出現数は非常に少なく、フォー

マル場面では 「ならば」「うもの (ん)な ら」という古い形態で使われてい

るが、その数は少ない。「と」はフォーマル場面で「です と」「ます と」の

形態で使われるものは僅かで、丁寧な「です 。ます体」の文中でも基本形に

ついた形で使われている。「ば」はインフォーマル場面よリフォーマル場面

のほうが出現数が多いという事実から、4形式の中では一番丁寧な条件接続

形式であるが、インフォーマル場面では「たら」にとって代わられている。
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一般条件ではその大部分が「と」形式で使われ、「ば」は少数、「たら」「な

ら」はゼロである。一般条件では 「と」が 「ば」に代わって用いられている

といえる。「と」のフォーマル・インフォーマル場面での出現数を比べると

ややインフォーマル場面の方が多い。

事実的条件の用例数は少なく、「たら」と「と」 しか出現 していない。 し

かも「たら」のほうが 「と」よりも4倍の出現数で、インフォーマル場面の

ほうに多いという事実は、事実的条件では「たら」が 「と」にとって代わっ

て用いられていることを示 している。

以上から、話 しことばでは、仮定条件においては 「たら」が 「ば」や 「な

ら」の領域を、事実的条件では「と」の領域を侵 していつていること、また

一般条件では「と」が 「ば」の領域を侵 していつていること等が明らかにな

つている。
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